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第５回（平成２６年度第１回）新居浜市地域公共交通会議録 

 

○日 時  平成２６年８月２５日（月） 

１３：００～１３：３０ 

○場 所  新居浜市役所 ３階 応接会議室 

○出席者  公共交通会議委員：８名  門田正孝委員、黒河敏則委員、八田祐樹郎委員 

砂田篤志委員、藤田節夫委員、谷口政賀津委員 

真鍋公孝委員、寺村伸治委員 

事務局：和田別子山支所長、山本副所長、和田総務係長、近藤専門員 

      傍聴者：４名 

○新居浜市地域公共交通会議 次第 

１ 開会 

２ 委員自己紹介 

３ 議事   １ 新居浜市別子山地域バスの運行について  

２ 自家用有償旅客運送に係る登録の更新について  

３ その他  

  ４ 閉会 

 

 １．開会 

【会長】 

定刻がまいりましたので、只今から、第５回（平成２６年度第１回）新居浜市地域公共

交通会議を開催いたします。 

委員の皆様におかれまして、御多忙のところ別子山地域バスの運行に関する地域公共交

通会議に御出席いただき誠にありがとうございます。 

本日の会議では、お手元の会議次第にございますとおり、今年度から運行路線の一部を

変更している地域バスの利用状況に関する報告及び自家用有償運送に関する登録の有効期

限が本年９月３０日までと迫っておりますことからその更新に関する事項についてご審議

いただきたいと考えておりますので、何卒よろしくお願いいたします。 

なお、本日の地域公共交通会議には、過半数以上の委員の皆様に出席をいただいており

ますので、新居浜市地域公共交通会議設置要綱第６条第２項の規定によりまして、この会

議が成立しておりますことを御報告いたします。 

なお、欠席されています委員さんからは議決権行使に関する委任状が提出されておりま

すのでご報告させていただきます。 

また、本日の会議は、設置要綱第６条第５項の規定によりまして、公開しておりますの

で御承知いただけますよう、お願いいたします。 
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なお、本日の会議の司会進行につきましては、会議資料２ページにございます「新居浜

市地域公共交通会議の設置要綱」に基づきまして、本会議の会長である私が務めさせてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

２．委員自己紹介 

【会長】 

委員の皆様には、平成２５年８月から平成２７年８月までの任期で委嘱させていただい

ておりますが、今回が新年度になって初めての会議であるとともに、人事異動等で一部の

委員様が交替されておりますので、ここで各委員さんに改めまして自己紹介をお願いした

いと存じます。 

 よろしくお願いいたします。 

【各委員自己紹介】 

 

ありがとうございました。 

続きまして、事務局の職員を紹介いたします。 

（事務局職員紹介） 

 

３．議事 

 

議題１ 新居浜市別子山地域バスの運行について 

【会長】 

それでは、議事を進めてまいります。 

議題１、新居浜市別子山地域バスの運行について、事務局より説明をお願いします。 

 

【事務局】 

まず初めに、本日、初めて会議にご出席いただきました委員さんもいらっしゃいますこ

とから、別子山地域バスの運行、並びに、新居浜市別子山地域公共交通会議設置要綱、こ

れらに関連して、本日の会議の趣旨説明を行わせていただきます。 

お手元の資料の１ページをお開き下さい。 

「新居浜市地域公共交通会議」設置要綱の概要についてでございますが、まず、会議の設

置目的といたしましては、第 1 条に、地域における需要に応じた住民の生活に必要な旅客

輸送の確保その他の旅客の利便の増進を図り、地域の実情に即した輸送サービスの実現に

必要なる事項を協議することとあります。任務といたしましては、第２条に、地域の実情

に応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃・料金等に関する事項などについて、協議す

ることとなっております。 

続く第 3 条、組織につきましては、地域公共交通に密接に関係する委員８人で構成され
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ており、その任期は、委嘱又は任命の日から２年間となっております。 

なお、皆様への委員の委嘱期間は、平成２７年８月２５日となっております。 

なお、第 5 条にありますように本会議には、会長を置くこととなっており、会長は委員

の互選によって定め、会務を総理し、本会議を代表いたします。 

また、第 6 条では、会議は、会長が招集し、会長が議長となりますが、委員の過半数の

出席がなければ会議を開催することができないこと、会議の議事は、３分の２以上で決す

ること、会議で協議が整った事項につきましては、新居浜市等、関係者はその結果を十分

に尊重し、当該事項の誠実な実施に努めることとなっております。 

次に、お手元の資料の５ページをお開き下さい。 

別子山地域バスの運行に関する経緯・経過についてでございます。 

現在運行している別子山地域バスは、旧別子山村と新居浜市との合併時に策定した、「新

市建設計画」に基づき、別子山地域住民の利便性の確保及び別子山地域と市街地との一体

性の確保をすることなどを主な目的として、新居浜市が運送主体となって、別子山地域と

新居浜市街地とを結ぶ、地域唯一の公共交通機関として、平成１８年４月２８日から運行

を開始いたしております。その後、民間バスの路線廃止に伴い通学・通院者の移動手段を

確保するため平成２２年５月１日から激変緩和を目的とした時限措置として、別子山地域

と四国中央市方面とを結ぶ路線を運行いたしておりましたが、通学利用者がいなくなり、

時限措置期間も終了を迎えたことから平成２６年３月３１日をもって四国中央市方面への

運行路線が廃止されております。 

これにより、別子山地域と市街地を結ぶ路線が新居浜市街地方面１路線のみとなること

から、平成２６年４月１日より地域住民の皆様の利便性向上を目的として、同方面への運

行を１往復２便増便し、毎日３往復６便体制で運行いたしております。 

以上、説明が長くなりましたが、 

議題１、新居浜市別子山地域バスの運行についてご説明させていただきます。 

まず、路線又は運送の区域等についてでございます。 

６ページをお開きください。これは、自家用有償旅客運送者として四国運輸局愛媛支局に認め

られた内容が記載された登録証でございます。３項目めに、運送主体として新居浜市、４項目めに、

自家用有償運送の種別として、交通空白輸送となっております。５項目めの路線については、７ペ

ージをご覧ください。新居浜市別子山から新居浜市新田町２丁目の住友別子病院までの路線と別

子山地域内路線の２つの路線となっております。 

各路線の詳細といたしましては、８ページをご覧ください。路線１：新居浜市街地方面便の運行

コースは、別子橋を出発して、新居浜駅を経由し、住友病院前までの４６．５キロメートルとなります。

この路線の停留所につきましては、９ページに示しておりますのでお目通しをお願いいたします。 

この路線は、別子山地域と市街地を結ぶ唯一の公共交通手段であり、地域住民の皆様の日常

生活を維持するために欠かせないものとなっております。主な利用目的は、通学・通院や買い物と

伺っております。 
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次に１０ページをご覧ください。路線３：別子山地域内の運行便は、別子山支所と別子橋の間、８．

９キロメートルでございます。 

地域内運行便は、別子小学校へ通学する児童が登校時に利用いただいておりますが、その他

の利用はほとんどございません。 

引き続き、別子山地域バスの利用状況についてでございます。 

１１ページをご覧ください。中段左の表が、別子山地域バスの運行を開始した平成１８年度以降

の利用人数に関する一覧でございます。 

資料に記載のとおり、利用人数については、新居浜市方面便は、２０年度の３，７７５人、地域内

利用を含めた四国中央市方面便は、平成２３年度の３，７９２人をピークに利用人数は減少傾向に

あります。原因といたしまして、別子山地域の人口減少と、これに伴い通学利用等が減少している

ことなどが考えられます。 

直近の状況でございますが、平成２５年度の利用人数は、新居浜市方面便が３，２８４人で前年

度と比較して８１０人増加しております。また、四国中央市方面便は、１，７５９人となっており、前年

度の２，６０１人と比較して８４２人減少いたしております。これらの原因といたしまして学生の通学利

用の増減や四国中央便が時限措置により廃止されることから転院などの新居浜市街地方面への

移行が影響しているものと考えられます。 

また、今年４月から先月末までの利用人数につきましては、中段右の表をご覧ください。各月とも

に前年を上回っており、合計利用人数は２，０１５人となっております。これは前年同月時点と比較

して６７５人の増加となります。なお、廃止された四国中央市方面便の前年同月時点での利用人数

が６２１人であったことから、これを含めた総数で比較しても前年より５４人多い結果となっておりま

す。 

四国中央市方面便が廃止され、現在の運行形態になってから４か月が経過しておりますが、市

街地へ向けた運行に関しましては特に苦情は伺っておりません。 

次に、地域バス運行に係る事業経費についてでございます。１２ページをお開きください。下段

の表が地域バスの運行に要した経費でございます。青色の部分が平成２５年度事業費で、２，１２３

万円ほどとなっております。その財源の内訳といたしましては、別子山振興基金の繰入金が、３５８

万円、率にして約１７パーセント、電源立地地域対策交付金 ６０６万円、約２８パーセント、過疎債

の借入金が１，０１０万円、約４８パーセント、バス乗客収入が１４８万円、約７パーセントでございま

す。 

また、主な支出といたしましては、バスの運行委託料として、３路線併せて、１，５６３万円、燃料

費が、３８１万円、車両等の修繕費が１２３万円となっており、この３項目で、支出総額２，０６５万円

の約９７パーセントを占めており、残りは税金や保険料・事務費などとなっております。 

なお、今年度の予算額は、１，９５９万円と前年度予算額と比較して３１８万円の減少となっており

ます。これは、四国中央市方面便の廃止に伴う運行経費の減少に伴うものです。 

地域バスの運行に供している車両関係に関する費用につきましては、表の上段をご覧ください。

これまでにマイクロバス 1台ワゴン車 2台を購入し、諸経費併せまして約２，０００万円支出しており
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ます。現在運行している、マイクロバス車両も購入後８年が経過し、走行距離も約４８万キロメートル

となり、また、除雪剤を散布した道路の走行とあいまって、痛み・老朽化が目立ち始めており、年々

修繕を要する箇所が増加している傾向にあります。 

人命を預かる車両の安全安心を確保するため、事務局といたしましては、適切な時期に車両の

購入を行いたいと考えております。 

なお、現在稼働している車両は３台で、内訳といたしましては、１８人乗りマイクロバス１台

と９人乗りワゴン車２台となっております。また、運行時刻につきましては資料の１３パージ、料金に

つきましては資料の１４ページをご参照ください。 

以上が、地域バスの現在の運行状況でございます。 

 

【会長】 

以上、議題１に関する事務局からの説明につきまして、ご意見、ご質問がございました

らお願いいたします。 

 

（委員から異議なしの発言） 

 

【会長】 

それでは、議題１につきましては、承認ということで、よろしいでしょうか。 

 

・・・承認・・・ 

 

【寺村会長】 

議題１につきましては、承認とさせていただきます。 

 

議題２ 自家用有償旅客運送に係る登録の更新について 

【会長】 

それでは、議題２、自家用有償旅客運送に係る登録の更新について、事務局より説明を

お願いします。 

 

【事務局】 

議題２、自家用有償旅客運送の登録更新についてご説明させていただきます。 

お手元の会議資料６ページをご覧ください。自家用有償旅客運送者登録証の中段、２項

目め、登録の有効期間につきましては、平成２６年９月３０日までとなっております。 

現在、事務局におきましては、引き続き別子山地域バスの運行を継続するために、四国

運輸局愛媛運輸支局から御指導・御助言をいただきながら、道路運送法第７９条の６及び

同法施行規則第５１条の１０の規定に基づき、有効期間の更新登録申請の準備をいたして
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おります。 

その中で、同法施行規則第５１条の３第４項の規定に、更新登録の申請には、「地域公共

交通会議において協議が整っていることを証する書類」を添付する事とされておりますこ

とから、登録証に記載されている「運送主体」、「交通空白輸送、市町村福祉輸送の別」、「路

線又は運送の区域」等について、ご審議いただきたくお願いいたします。 

なお、今回の更新申請が認められた場合は、有効期間は平成２６年１０月１日から平成

２９年９月３０日となる見込みでございます。 

また、登録証には記載されておりませんが別子山地域バスとして使用している車両３台

のほか、公用車を予備車両として１台申請いたしておりましたが、四国中央市方面便が廃

止されたことに伴い今回の申請は地域バス車両３台で行いたいと考えておりますのでよろ

しくお願いいたします。 

以上で、事務局からの説明を終わります。 

 

【会長】 

以上、議題２に関する事務局からの説明につきまして、ご意見、ご質問がございました

らお願いいたします。 

皆様からの忌憚のない御意見を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 

（委員から異議なしの発言） 

 

【会長】 

それでは、議題２につきましては、承認ということで、よろしいでしょうか。 

 

・・・承認・・・ 

 

【寺村会長】 

議題２につきましては、承認とさせていただきます。 

 

議題 3 その他 

【会長】 

続きまして、議題 3その他について事務局からお願いいたします。 

 

【事務局】 

議題１及び議題２につきまして御承認いただき誠にありがとうございました。 

「その他」として事務局から１件ご報告させていただきます。 

本年５月１９日に「高齢者等の交通手段の確保対策に関する実態調査」として、別子山
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地域バスの運行について事務局担当職員はもちろんのこと運行受託事業者である有限会社

光タクシー様にも、愛媛県行政評価事務所による聞き取り調査が行われました。 

結果は、後日公表されると伺っておりますが、聞取り調査の場においては、運行に関す

る特段の問題はございませんでした。ただし、簿冊整理について若干の御指導がございま

したので、事務局で対応いたしております。 

以上で御報告を終わりますが、別子山地域バス全般に関しまして、委員の皆様から何か

ございましたら御意見を賜りたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

【会長】 

事務局から説明がございましたとおり、別子山地域バス全般に関しまして、どのような

ことでも構いませんので、各委員の皆様方から、何か御意見、御質問、参考になるような

ことがございましたら、御発言をお願いしたらと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

【委員】 

地域公共交通会議委員の皆様には、別子山地域における唯一の公共交通手段である別子

山地域バスの運行について熱心な協議・ご検討をいただき誠にありがとうございます。地

域住民を代表いたしましてお礼申し上げます。 

さて、現在の別子山児童の通学の状況を踏まえて、地域バスの運行時間について、お伺

いいたします。 

現在、別子山地域内には 6 人の小中学生が在住しており、５人が地域バスを利用してい

ます。その内、２人は市街地の角野小学校、３人は地域内の別子小学校へバス通学してお

ります。 

現在の地域バスの運行時間は、朝の登校時は利用しやすい時間となっておりますが、下

校する時間帯の運行については、市街地へ通学する子供には都合のよい時間になっており

ますが、別子小学校の通学児童が利用するには、学校終了後、地域バスの到着を 1 時間以

上待つことになります。地域内の運行時間については、連合自治会で話し合いした際には、

別子小学校への通学児童が居なかったため現在の時刻となりましたが、今後の新入生や転

校生等のことを考えて心配する声は当初より出ておりました。 

現在、別子小学校の児童３名は、保護者のお迎えのもと、自宅まで約３キロメートルを

歩いて帰宅している状況となっております。地域内で運行時間について話し合いが持たれ

た際に利用実態に応じて変更等が必要な場合は、再検討を行うことになっておりました。

子供は地域の宝であり、日の入り時間が早くなるこれからの時期を迎えるにあたり、安全

な通学に支障が出るのではないかと案じております。 

地域バスの運行時間を別子小中学校の下校時間に合わせて運行時間の変更はできないの

か、お伺いいたします。 
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【会長】 

事務局から回答をお願いします。 

 

【事務局】 

事務局から回答いたします。 

別子山地域バスは、地域住民の円滑な移動に資することも大きな目的の一つと考えて

おりますことから、地域住民の皆様にとって利用しやすい時間となることも大変重要で

あると認識しております。このため、現在の地域バス運行につきましては、別子校区連

合自治会でご審議いただき、その総意をもって決定に至った経緯がございます。 

委員さん、ご指摘のとおり別子小学校児童が下校時に地域バスを利用される場合は、1

時間程度の待ち時間が必要となりますが、この点につきましては、事務局担当職員が保

護者・学校と面談を行っております。この結果、保護者から下校時は保護者がお迎えに

行くことを考えておりバス利用は考えていない。また、保護者が対応できずバスを利用

して下校する場合は、バスが到着するまで学校内で先生が対応するとともに、地域バス

乗車場所まで同行することなどの見守り体制を確認しております。 

現在のところ、下校時の利用もほとんど無く保護者からの要望等も伺っておりません

が、今後も学校と連携をとりながら注意深く見守ってまいりたいと考えております。 

運行時間の変更につきましては、地域自治会の総意に基づき今年４月から運用を開始

したところであり、当面は現在の時間で運行を継続してまいりたいと考えておりますが、

地域の皆様からのご要望等がございましたら、校区連合自治会や関係機関等に諮り、ご

意見をお伺いしながら、地域住民・利用者の皆様がより便利で利用しやすい地域バスに

なるよう努めてまいります。 

 

【会長】 

この件につきましては、四国中央市方面への運行路線を廃止することに伴い、昨年度、 

地元連合自治会等で御協議いただいております。その際には、地域在住児童が市街地小

学校への就学を希望しておりましたことから、地域内小学校への就学予定児童は不在と言

う想定のもとで現在の運行時間が決定され経緯がございます。当初から、何も検討してい

なかった訳ではない旨ご理解ください。 

現在の地域バス車両数（２台）による運行体制では、別子小学校の下校時間に合わせ

ることは難しい状況にありますが、別子山地域は世帯９８世帯１７９人となっていること

から、転入等の施策を薦めておりますので、その状況によっては運行時間の見直しも必要

かと考えております。 

 

【会長】 

その他、ご意見等はございませんでしょうか。 
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【委員】（愛媛運輸支局） 

現在、国土交通省では、自家用有償旅客運送に関する権限委譲について検討が進めら

れております。来年４月から地方公共団体へ委譲されることになると思われます。委譲

については、手挙げ方式になりますので新居浜市が希望される場合は、お申し出いただ

くことになります。運輸支局といたしましても委譲が推進されますよう、支援体制の準

備を行っておりますのでよろしくお願いいたします。 

これにより、地域のことは地域で決めることがより簡潔となりますことから地域の実

情や要望を反映できるものと思います。 

 

【会長】 

ありがとうございます。 

来年度から新居浜市が希望すれば権限が委譲されるとのことですが、自家用有償旅客 

運送の実施主体である新居浜市に対して新居浜市が許可権限を持つことに問題はありま 

せんか。 

 

【委員】（愛媛運輸支局） 

希望する地方公共団体への権限委譲となりますので、愛媛県とか新居浜市に委譲する 

ことになります。 

 

【会長】 

ありがとうございました。手続きが簡素化されて地域の実態が反映されやすくなるこ

とは望ましいことと思います。 

その他、ご意見等はございませんか。 

 

【委員】 

事務局から現在運行している車両について説明がございましたとおり、車両の整備や

更新は安全確保には必要不可欠であると考えられます。現在の車両は購入から長期間が

経過していること、走行距離が４０万キロメートルを超えていることなどから運行受託

者が注意していても安全確保に困難が生じる場合がある。利用者の利便性と安全確保に

ついて十分にご配慮いただき早期の車両購入を検討していただきたい。 

 

【会長】 

ありがとうございました。 

事務局には、車両の状況について財政当局と協議を行いがら早急に対応するようお願

いいたします。 

その他、ご意見はございませんか。    
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4・閉会 

【会長】 

それでは、以上をもちまして、本日の地域公共交通会議は散会いたします。 

ありがとうございました。 

 


